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ソフトブレーングループ

東証一部：4779

2010年年年年2月月月月16日日日日

本資料に記載された意見や予測などは資料作成時点での当社の判断であり、その情報の正確性を保証するものではありません。
様々な要因の変化により実際の業績や結果とは大きく異なる可能性のあることをご承知おきください。

2009年度度度度決算説明会
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ⅠⅠⅠⅠ．2009年12月期 決算概況
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連結業績・財務ハイライト
ⅠⅠⅠⅠ．2009年１２月期 決算概況

（単位 ： 百万円）
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売上高・営業利益推移／売上構成

売上高・営業利益（率）の推移

売上高 3,565 4,335 4,546 3,883 3,817

営業利益
817

(22.9%)

148

(3.4%)

363

(8.0%)

▲▲▲▲250
(▲6.5%)

429

(11.2%)

（百万円）

連結売上構成比（参考情報）

売上高 営業利益

24%

39%

37%

ⅠⅠⅠⅠ．2009年１２月期 決算概況
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グループ各社の業績

（単位 ： 百万円）

ⅠⅠⅠⅠ．2009年１２月期 決算概況

※軟脳軟件（北京）は2009年度第1四半期末をもって連結対象より外れているため、2009年については第１四半期の業績を表示しております。
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2010年12月期連結業績予想

（単位 ： 百万円）

ⅠⅠⅠⅠ．2009年１２月期 決算概況
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ⅡⅡⅡⅡ．状況分析
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今期の業績回復の要因
ⅡⅡⅡⅡ．状況分析

�収益向上に向けた施策実施

� 下記ビジネスが堅調に推移

• ｅセールスマネージャーのライセンス販売とそれに伴う開発販売

・ フィールド/店頭調査やオフショア開発などのBPO事業

� コスト削減努力

• 一昨年秋口より取り組んだ固定費の削減や経費支出の抑制効果が寄与
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主な経営指標

＊フリー・キャッシュ・フロー＝営業キャッシュ・フロー＋投資キャッシュ・フロー

ⅡⅡⅡⅡ．状況分析
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ⅢⅢⅢⅢ．今後の方針
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ソフトブレーン・グループの課題

�ソフトウェアライセンス販売および関連事業への依存度の高さ
≒ソフトブレーン単体への依存度の高さ

� IT投資予算の削減

� SFA/CRM市場に対する外資系ベンダーの逆襲

� 付帯サービスの強みを活かしきれていない

このような状況の中、単なるツールベンダーにとどままらない、
より魅力的な企業になっていかなければならない

ⅢⅢⅢⅢ．今後の方針
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事業のサブドメインが「ツール」「サービス」「BPO」と提供者目線であった
ため、顧客ニーズに合った解決策を提供しきれていなかった

現状と経営理念のギャップ

顧客目線からの事業領域の再構成

基本戦略

事業領域を「マーケティング力」「組織力」「人間力」「IT力」に再構成し、
顧客目線による営業課題解決事業を提供する

事業戦略

ソフトブレーン・グループ事業方針
ⅢⅢⅢⅢ．今後の方針
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事業領域の再構成
ⅢⅢⅢⅢ．今後の方針

ソフトブレーンソフトブレーンソフトブレーンソフトブレーン・・・・グループグループグループグループはおはおはおはお客様客様客様客様のののの営業課題営業課題営業課題営業課題をををを
以下以下以下以下のののの４４４４つのつのつのつの力力力力をををを高高高高めることでめることでめることでめることで解決解決解決解決するするするする

営業課題解決営業課題解決営業課題解決営業課題解決
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今後の経営戦略

＜方針＞

�営業課題解決事業のリーディングカンパニーを目指す

＜施策＞

ⅢⅢⅢⅢ．今後の方針

営業支援ソフトウェア「ｅセールスマネージャー」の継続的な強化
「プロセスマネージメント大学」などのサービス強化

営業組織力・IT力向上事業

「営業マン育成コンサルティング」などのサービス強化

人間力向上事業

「調査系・販売促進系マーケティング」
「Webマーケティング」などのサービス強化

マーケティング力向上事業
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ｅセールスマネージャー 開発計画

� ｅセールスマネージャーＲｅｍｉｘ（新製品）のリリース（６月）

ⅢⅢⅢⅢ．今後の方針
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�ｅセールスナビの機能強化

ｅセールスマネージャー 開発計画
ⅢⅢⅢⅢ．今後の方針

進捗ステップ

初回対象案件

第1次進捗

第2次進捗

第3次進捗

第4次進捗

第5次進捗

第6次進捗

第7次進捗

第8次進捗

第9次進捗 8：受注 319 1,218,739

7：発注手続中 328 1,236,598

6：内示 356 1,325,569

5：費用交渉中 443 2,279,507

4：提案中 580 3,457,893

3：課題明確化 831 4,971,386

2：課題不明確 1,307 4,986,386

1：初回アポ 1,522 4,986,386

0：未フォロー 1,719 4,986,386

受注(予定)金額（千円） 受注(予定)金額グラフ

母数 2,166 5,346,097

■■■■進捗進捗進捗進捗ステップステップステップステップごとのごとのごとのごとの推移推移推移推移

進捗状況 案件数(件) 案件数グラフ

パイプライン分析パイプライン分析パイプライン分析

担当者別実績分析担当者別実績分析担当者別実績分析
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ご参考資料（社団法人日本能率協会「日本企業の経営課題2009」）
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免責事項

この資料は投資家の参考に資するため、ソフトブレーン株式会社（以下、弊社）の現状を理解

いただくことを目的として、弊社が作成したものです。

当資料に記載された内容は、2010年2月16日現在において一般的に認識されている経済・

社会等の情勢および当社が合理的と判断した一定の前提に基づいて作成されておりますが

、経営環境の変化等の事由により、予告なしに変更される可能性があります。

投資を行う際は、必ず投資家ご自身の判断でなさるようお願いいたします。


